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	６月号
	光小だより
	R８.５.２９
	小学校で育む力                                                                                                             校長　三谷　将史　
	　真夏の暑さと強い北風の寒さが交互に訪れた５月。学校では大規模改修が本格的に始まり、校舎と校庭の半分がシートやガードで覆われる中ですが、子どもたちは学習や運動、そして様々な行事に元気いっぱい取り組んでいます。全校で実施した体力テストデーには多くの保護者の皆さまがお手伝いに来てくださいました。また、１年生のスタートボランティアや６年生の家庭科ミシン学習には地域の方が毎日、ボランティアとして参加してくださいました。改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。
	　さて、最近のテレビでは、闇バイトやSNS犯罪といった残念なニュースが連日報道されています。加害者の若年化も伝えられており、小学生からみても、遠い未来の話ではなくなってきています。学校や家庭において、子どもたちをこうした事件の被害者にも、加害者にもしないために、どんな取組が必要となるでしょうか。
	　犯罪加担の要因として、希薄な人間関係と規範意識の低下や、甘い誘惑で断りにくく、さらには犯罪と気づきにくい構造があると言われています。　

	　本校では、直接的な取組として、SNSの使い方や非行防止について警察と連携した学習を行っています。警察官に学校に来てもらい、スマートフォンでの日頃の何気ない書き込みや操作が相手を傷つけたり、時には犯罪に巻き込まれたりすることを学ぶ取組です。 　また、道徳や学活などの授業では、ネットモラルや善悪の判断などについて、正しい行為とは何かを、自分の行動を振り返りながら考える学習を行います。 　こうした取組のベースとなるのは、子どもたちの自己肯定感を育むことと、他者とのコミュニケーションや諦めない心などの非認知能力を高める活動です。
	　例えば、修学旅行や遠足などの校外学習では、班行動の時間を設けますが、いつも仲良しグループでの活動とは限りません。考えの違う他者と話し合い、時には折り合いをつけ、自分たちで決めた目標を達成するために行動する、この積み重ねによりコミュニケーション力や認め合う力が育まれていきます。 　国の調査でも、自然体験や生活体験、文化芸術体験が豊富な子ども、お手伝いを多く行っている子どもは、自己肯定感が高く、自立的行動習慣や探究力が身についている傾向があり、思考力やコミュニケーション力が高いという結果が出ています。
	　自分も誰かに誘われるかもしれない、そのときに、自分で考えること、断れること、知らずに巻き込まれそうになったときでも誰かに相談すること、こうした社会生活の中で主体的に考え行動する力こそが、小学校で育む生きる力なのだと考えています。

	　そして、事件の入口にはスマートフォンやSNSがあります。利便性とともに危険性についても把握した上で、ご家庭でのルール作りや使用状況の管理が不可欠です。スマートフォンやSNSの利用は保護者の責任として、正しく安全な使い方をお子様と確認をお願いいたします。

	６月号

	R８.５.２９
	○大規模改修中の自転車駐車場位置 　大規模改修中に自転車で学校にお越しの際には、校庭に設置されている職員駐車場内の自転車置場（校庭入ってすぐ、左手の区画）に整列駐車していただくようお願いします。
	○集金について 　今年度から、教材費の集金がコンビニエンスストアでの支払いに変わります。教材費に加えて、１７６円の手数料がかかります。期日までに支払いをしていただけるようお願いします。なお、金額などの詳細につきましては各学年の学年だよりなどでお知らせしますので、ご確認をお願いします。
	○６年修学旅行 　６月１２日（金）から１泊２日で６年生の修学旅行があります。日光東照宮をはじめ、華厳の滝や日光江戸村など、歴史や自然とふれあってきます。  　1２日（金）と1５日（月）は、登校班に6年生はいませんので、ご承知おきください。
	○水泳指導について 　２２日（月）より水泳学習が始まります。水泳学習についてのお知らせを必ずご確認の上、準備等よろしくお願いします。
	○欠席・遅刻等連絡について 　前もって家庭の事情などで翌日以降の欠席等が分かっている場合は、連絡帳でお知らせください。また、欠席・遅刻等の連絡以外（児童クラブやさがみっ子クラブの参加）につきましては、連絡帳でお知らせください。
	６月の予定
	６月の目標 ＊生活目標：心も体もけんこうになろう ＊保健目標：歯を大切にしよう ＊給食目標：よくかんで食べよう



